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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成21年9月3日(2009.9.3)

【公表番号】特表2006-508710(P2006-508710A)
【公表日】平成18年3月16日(2006.3.16)
【年通号数】公開・登録公報2006-011
【出願番号】特願2004-539191(P2004-539191)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｌ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  49/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   7/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｌ  29/00    　　　Ｅ
   Ａ６１Ｋ  49/00    　　　Ｚ
   Ａ６１Ｐ   7/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成21年7月13日(2009.7.13)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項３０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項３０】
　下記一般式Ｉの両性イオンモノマーと、液状モノマー混合物として混和性コモノマーと
を含むエチレン性不飽和モノマーが連続液体溶媒中に分散して分散相を形成する工程、
　開始剤を添加して該分散相中でラジカル重合を開始する工程、
　及び該分散相から形成された前記ポリマー粒子を回収する工程、
を含むことを特徴とする逆懸濁重合方法であって、

　ＹＢＸ　　　　　　　Ｉ

　式中、Ｙは、エチレン性不飽和基Ｈ２Ｃ＝ＣＲ－ＣＯ－Ａ－、Ｈ２Ｃ＝ＣＲ－Ｃ６Ｈ４

－Ａ１－、Ｈ２Ｃ＝ＣＲ－ＣＨ２Ａ２、Ｒ２Ｏ－ＣＯ－ＣＲ＝ＣＲ－ＣＯ－Ｏ、ＲＣＨ＝
ＣＨ－ＣＯ－Ｏ－、ＲＣＨ＝Ｃ（ＣＯＯＲ２）ＣＨ２ＣＯ－Ｏ、

から選択されるエチレン性不飽和基であり、
　　Ａは、－Ｏ－又はＮＲ１であり、
　　Ａ１は、結合、（ＣＨ２）ＩＡ２、及び（ＣＨ２）ＩＳＯ３－から選択され、Ｉは、



(2) JP 2006-508710 A5 2009.9.3

１～１２であり、
　　　Ａ２は、結合、－Ｏ－、Ｏ－ＣＯ－、ＣＯ－Ｏ、ＣＯ－ＮＲ１－、－ＮＲ１－ＣＯ
、Ｏ－ＣＯ－ＮＲ１－、ＮＲ１－ＣＯ－Ｏ－から選択され、
　　Ｒは、水素又はＣ１～４アルキルであり、
　　Ｒ１は、水素、Ｃ１～４アルキル、又はＢＸであり、
　　Ｒ２は、水素、又は、Ｃ１～４アルキルであり、
　　Ｂは、結合、又は１つ以上のフッ素置換基を任意選択により含有する直鎖分岐状アル
カンジイル、アルキレンオキサアルキレン、もしくはアルキレン（オリゴオキサルキレン
）基であり、
　　　　Ｘは、両性イオン基であることを特徴とする逆懸濁重合方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２７】
　一般的に、この両性イオン基は、下記一般式Ｉのモノマーを含むエチレン性不飽和モノ
マーから形成されるマトリクスポリマー又はコーティングポリマーのいずれかのポリマー
上のペンダント基であり、

　　　ＹＢＸ　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ

式中、Ｙは、Ｈ２Ｃ＝ＣＲ－ＣＯ－Ａ－、Ｈ２Ｃ＝ＣＲ－Ｃ６Ｈ４－Ａ１－、Ｈ２Ｃ＝Ｃ
Ｒ－ＣＨ２Ａ２、Ｒ２Ｏ－ＣＯ－ＣＲ＝ＣＲ－ＣＯ－Ｏ、ＲＣＨ＝ＣＨ－ＣＯ－Ｏ－、Ｒ
ＣＨ＝Ｃ（ＣＯＯＲ２）ＣＨ２ＣＯ－Ｏ、
【化６】

から選択されるエチレン性不飽和基であり、Ａは、－Ｏ－又はＮＲ１であり、Ａ１は、結
合、（ＣＨ２）ＩＡ２、及び（ＣＨ２）ＩＳＯ３－から選択され、Ｉは、１～１２であり
、Ａ２は、結合、－Ｏ－、Ｏ－ＣＯ－、ＣＯ－Ｏ、ＣＯ－ＮＲ１－、－ＮＲ１－ＣＯ、Ｏ
－ＣＯ－ＮＲ１－、ＮＲ１－ＣＯ－Ｏ－から選択され、Ｒは、水素又はＣ１～４アルキル
であり、Ｒ１は、水素、Ｃ１～４アルキル、又はＢＸであり、Ｒ２は、水素又はＣ１～４

アルキルであり、Ｂは、結合、又は１つ以上のフッ素置換基を任意選択により含有する直
鎖分岐状アルカンジイル、アルキレンオキサアルキレン、又はアルキレン（オリゴオキサ
ルキレン）基であり、Ｘは、両性イオン基である。
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